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1. 授業前の知識

東北メディカルメガバンク機構（ToMMo）が存在しており、コホート調査を行って

いる事。研究者や企業に、収集したサンプルを提供している事。

2. 授業の目的

ToMMoの活動を知り、震災からの創造的復興や個別化医療・個別化予防、そして

ゲノム医療の実現とはどのようなものなのかを理解する。

3. 到達目標

ToMMoが行っている活動や研究の内容について理解を深め、自身の研究分野との

関連性を見出す。自身の研究に応用できる部分を見出す。

4. 授業内容

5. 研究や仕事などに活かせる点

A：ToMMoのゲノムデータを用いることで、疾患群と健常者群における分子の挙

動変化を解析できる。

バイオバンクを横断検索することで、希少疾患における遺伝的要因を探ることが

できる。

B：統合データベース dbTMMカタログを利用して、従来では予測できなかった疾

患の関連因子の発見ができる可能性がある。

C：生物学の基礎知識を学び、融合的に経済学の事例を解釈することができる。

そして、自身はハイテク産業学とイノベーション産業集積を研究しているため、

今回は仙台のハイテク機構を理解し、今後の比較と共同研究を行うことが可能に

なった。



6. 影響を受けた事

A：将来的には一人ひとりが自身の全ゲノム情報を当たり前に把握する時代が到

来する可能性がある事を知った。そして、自身のゲノム情報を把握している事が

当たり前となる事により発生する倫理的な課題についても、研究者だけではなく

社会全体で考えるべきであると感じた。

B：ToMMoは日本有数のバイオバンクであり、未来型医療へのカギの宝庫である

と思った。また、様々な研究者への情報の提供などを行っており、共同研究を盛

んに行っていることからも収集したサンプルは”使ってもらってこそ”のものな

のだと改めて理解した。ToMMoが整備している統合データベースといった大規模

データにもアクセスすることが可能なので、より詳細な臨床研究ができるように

なるなとも感じた。 

C：ToMMoのデータの優秀さを感じたため、新しい研究にチャレンジしようを思 

った。そして、ToMMoの先生たちの研究・患者・地域発展への熱意を感じ、自分

の将来像を描いた。また、大学体制、法制度や文化などの日中差異を深め、特に

死生観の違いを感じた。それで、今後、多様な考え方を養おうと思うようになっ

た。 

7. 来年度以降の改善点

 5日間といった制約がある中で ToMMoに関する講義や実習を行っているため、

網羅的に ToMMoに関する講義を行うと時間が足りなくなる。そのためか、統合デ

ータベース dbTMMカタログを実際に使用する実習では、時間が足りずに駆け足で

行われたように感じる。ToMMoが持っているデータベースを利用した実習や演習

に割く時間を更に拡充できれば、更に良い実習となると感じた。 

8. 授業の限界

 時間の限界により、一方的な講義と双方向の質問応答がメインだった。参加者

の分野はそれぞれであるため、学際的なグループワークのセッションがあれば、

より研究実用化に繋げると思われる。 

9. まとめ

 本研修を通して、ToMMoにおける未来型医療創出に向けた取り組みについて学

習できた。血漿などのサンプルのみならず、活性化 T細胞や不死化 B細胞などの

サンプルも保存していて幅広い研究領域に応用可能である。様々な研究分野にお

いて、新しい知を創出できる可能性を秘めており、多くの研究者がもっと気軽に

ToMMo のデータベースやバイオバンクにアクセスして利活用されることが、未来

型医療創出への足がかりとなると感じる。加えて、ゲノム医療が進歩する中で発

生する倫理的・制度的な問題点を念頭に置き、これらをじぶんごとして捉えて社

会全体で考える必要がある。ゲノム医療が広く普及していく未来がもうすぐ到来

する中で、ToMMoで集めた大規模なゲノムコホート情報がその実現へ、そしてよ

り洗練させる基盤となり得る可能性が大いにあるとも感じる。


